
別紙様式１－2（平成19年度承認計画用）

１．基本的事項

２．判定結果

乖離値 乖離値

0.0 0.0

▲ 33.0 57.0

464.0 629.0

総合判定

３．その他

(ⅰ）計画及び前年度執行状況の公表状況

（ⅱ)計画及び前年度執行状況の議会への説明

（ⅲ）平成２３年度提出予定の旧資金運用部資金の補償金免除繰上償還に係る財政健全化計画等

財政健全化計画

公営企業経営健全化計画

水道事業（　　　　　）

工業用水道事業

都市高速鉄道事業

下水道事業（　　　　　）

病院事業

介護サービス事業

提出予定なし

下水道事業特別会計

c

③　職員数

目標値 実績見込値

5.0

計画最終年度（又は改善額合計）

5.0

香南市

平成19年度

a 5018.0 4554.0 5183.0

116.0

⑥　累積欠損金比率

④　改善額 149.0

5.0

②  実質公債費比率

①　地方債現在高

⑤　公営企業債現在高

59.0

b

会計名

実績値

財政健全化計画等執行状況報告書

項目

承認年度

計画前年度実績（又は補償金免除額）
類型

団体名

執行状況：平成２３年１２月　　説明予定

計画：平成２０年３月　　説明

計画：平成２０年８月　　公表 （　HP・広報紙・その他　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　）

（　HP・広報紙・その他　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　）執行状況：平成２３年９月　　公表

a 



別紙様式１－3（平成19年度承認計画用）

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析

①　地方債現在高

-                 -                 -                 

影響額（単位：百万円）

団体名 香南市

備考

平成19年度

平成23年度平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度

実績（見込）値（B）

平成22年度平成21年度平成20年度

計画目標値（A）

乖離率（D）
（C／A）

乖離値（C）
（A－B）

計画最終年度における
未達成の要因

合計

（単位：百万円）

計画前年度
（平成18年度）

計画最終年度
（平成23年度）

類型

やむを得ない
事情

下水道事業特別会計会計名

-                 -                 



（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由及びやむを得ない事情についての検討事項

（ⅳ）改善に向けた取組及び今後の見通し

（ⅴ）改善方針の進捗状況



別紙様式１－4（平成19年度承認計画用）

②　実質公債費比率

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析

再算定比率

やむを得ない
事情

単年度再算定比率

採用係数

単年度再算定比率

採用係数

単年度再算定比率

やむを得ない
事情

採用係数

地方債の元利償還金又は準元
利償還金に充てられる特定財
源

準元利償還金

普通地方交付税の額の基準財
政需要額に算入された地方債
の元利償還金

地方債の元利償還金

準元利償還金

普通地方交付税の額の基準財
政需要額に算入された地方債
の元利償還金

地方債の元利償還金又は準元
利償還金に充てられる特定財
源

団体名

乖離要因

類型

香南市

乖離要因

会計名

係数項目
平成22年度

下水道事業特別会計

やむを得ない
事情

（単位：百万円、％）

準元利償還金

地方債の元利償還金又は準元
利償還金に充てられる特定財
源

普通地方交付税の額の基準財
政需要額に算入された地方債
の元利償還金

標準財政規模

係数項目
平成21年度

乖離値（A-B)実績見込値（B)

（単位：％）

計画目標値（A）

平成21年度
計画前年度

（平成18年度）
計画最終年度
（平成23年度）

平成22年度

乖離率（D）
（C／A）

乖離値（C）
（A－B）

実績（見込）値（B）

平成20年度平成19年度

乖離値（A-B)実績見込値（B)

計画目標値（A)

地方債の元利償還金

標準財政規模

単年度実質公債費比率

計画目標値（A)

地方債の元利償還金

単年度実質公債費比率

係数項目
平成23年度

計画目標値（A) 実績見込値（B) 乖離値（A-B) 乖離要因

単年度実質公債費比率

実質公債費比率

標準財政規模



（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由及びやむを得ない事情についての検討事項

（ⅳ）改善に向けた取組及び今後の見通し

（ⅴ）改善方針の進捗状況



別紙様式１－５

③　職員数

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析

-                -                -                

会計名
団体名

下水道事業特別会計
香南市

0.0%

0.0

平成23年度平成22年度

5                           

0.0%

0.0 0.0 0.0

5                           

平成２１年度
計画目標値

計画最終年度
（平成23年度）

5                           

0.0

実績（見込）値（B） 5                           5                           5                           

平成21年度平成20年度平成19年度

計画目標値（A）

乖離率（D）
（C／A）

乖離値（C）
（A－B）

0.0

平成20年度平成19年度

5                           5                           

計画最終年度における
未達成の要因

影響人数（単位：名）

5                           

（単位：名）

平成21年度

5                           

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

備考

平成22年度

5                           

類型 a 

やむを得ない
事情

-                -                合計



（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由及びやむを得ない事情についての検討事項

（ⅳ）改善に向けた取組及び今後の見通し

（ⅴ）改善方針の進捗状況



別紙様式１－6（平成19年度承認計画用）

④　改善額

（ⅰ）推移表 （単位：百万円）

（ⅱ）要因分析

香南市
会計名
団体名

-                

下水道事業特別会計

-                

-                

-                

59                               

-                

23               

30               

-                

-                

-                

補償金免除額

合計平成23年度

改善額合計平成23年度平成22年度平成21年度

149             

41.7%

10.0

34               

24               

37.5%

9.0

33               

24               

平成19年度

平成20年度平成19年度

平成20年度
影響額（単位：百万円）

0.0

116            39               

39               

平成21年度

38               

3               

-92.1%

▲ 35.0

平成22年度

96.6%

57.0

-22.1%

▲ 33.0

8

3

3

備考

30               

5                

-                

5                

7                

-                

-                

-                

-                

-                

35               

-                

-                

-                

-                

-                

-                

23               

-                

7                

類型 c

やむを得ない
事情

8

-70.8%

▲ 17.0

7               

24               

0.0%

-                30               

-                

老朽化による機器の修繕費

-                65               

-                

計画最終年度における未達成の要因

不明水対策による工事費（平成21年度）

不明水対策による工事費（平成２２年度）

施設管理委託料の増額

合計

計画目標値（A）

実績（見込）値（B）

乖離値（C）
（B－A）

乖離率（D）
（C／A）



（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由及びやむを得ない事情についての検討事項

（ⅳ）改善に向けた取組及び今後の見通し

（ⅴ）改善方針の進捗状況

　当初計画にない不明水対策による修繕工事費より。（平成２１，２２年度）
　不明水の箇所が確認されており修繕を行わないと余分な経費となり最終的には、使用者に迷惑をかけることとなる。

　汚水量の増加や施設の老朽化に伴い施設管理料の増加になった事やマンホールポンプの交渉に伴う機器の修繕費の増額になった。
　マンホールポンプの修繕を行わないと使用者に使用者に迷惑をかけることや、マンホールから汚水が流失し公共水域の保全に影響をきたすため。

　不明水対策による修繕工事を平成21年度で完了する予定であったが、侵入水が認められたので平成２２年度も不明水対策工事を行った。不明水量として
は、対策する以前よりは減少しているが、もう少し対策工事が必要である。処理区によっては、機器の耐用年数も過ぎている機器もあり故障が起こる前や、計
画的に修繕計画を建てて経費を縮減し今以上に経費の削減し経営が安定を図る。



別紙様式１－7（平成19年度承認計画用）

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析

-                 

類型 a 

やむを得ない
事情

下水道事業特別会計

12.1%

5,183                      

影響額（単位：百万円）

平成19年度

4,751                      

会計名

（単位：百万円）

計画前年度
（平成18年度）

計画最終年度
（平成23年度）

4,554                      

計画目標値（A）

乖離率（D）
（C／A）

乖離値（C）
（A－B）

計画最終年度における
未達成の要因

80

合計

平成23年度平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度

実績（見込）値（B）

平成22年度平成21年度平成20年度

5,067                      4,944                      4,929                      

5,147                      5,095                      5,043                      4,946                      

114

1.6% 3.0% 2.3%

151

団体名

3.9% 9.2%

5,018                      

195 464

香南市

備考

629

-                 -                 -                 -                 

⑤　公営企業債現在高



（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由及びやむを得ない事情についての検討事項

（ⅳ）改善に向けた取組及び今後の見通し

（ⅴ）改善方針の進捗状況



別紙様式１－8（平成19年度承認計画用）

⑥　累積欠損金比率

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析 （単位：百万円、％）

分母悪化要因 （単位：百万円）

分子悪化要因 （単位：百万円）

（単位：％）

計画前年度
（平成18年度）

計画最終年度
（平成23年度）

類型

再算定値

 やむを得ない
事情

やむを得ない
事情

-                 

純損益
乖離値（A-B）

計画目標値（A) 実績見込値（B) 

合計 -                           

平成19年度

年度

影響額（百万円）要因

分子（累積欠損金）

分母（営業収益等）

累積欠損金比率

計画最終年度（平成23年度）
実績見込値（B)計画目標値（A)

計画目標値（A）

乖離率（D）
（C／A）

乖離値（C）
（A－B）

実績（見込）値（B）

平成21年度平成20年度平成19年度 平成22年度

会計名
団体名

下水道事業特別会計
香南市

乖離要因

備考

合計

平成20年度

平成22年度

平成21年度

平成23年度



（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由及びやむを得ない事情についての検討事項

（ⅳ）改善に向けた取組及び今後の見通し

（ⅴ）改善方針の進捗状況


